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內 愈 則 邦 著  

『イギリスの労働者階級 J) 

間 宏 著  

『ィギリスの社会と労使開係=

(1)

英国のウィノレソン首相は，去る 3 月1 6日，閣譲の席 

上 , 労働党首としてわ地位を辞任した'^、旨り意向を発 

ました。とれによって，イギリス労働党党普の選拳か 

.行われ, 3 月末までには新しい党首が決まり，近いう 

ちに総選拳が行われる予想が濃厚とな'?た。この背景 

が何であるのかは明らかにされていないが，1974年の 

オイル•シヨヴク以後の世界経済の大変動のなかで，国 

際収支の極度の悪化(19?5年3 月現在，22廣ポンド)，大量 

失 業 （完全失業者1976年3 月現在，130万人)，’鉄瓶自動  

享運搬などの輸出産業の不振，鉄鋼業における20 ,000  
人の解履発表，最大の自動車A 一力一のプリチィッシ、 

ュ.レイランドの経営危機，プリッチィッシュ.クラ 

.イ ス ラ ー の争譲 ， そして炭坑労働者の週1 0 0ポンドの 

貧金要求など, 1 9 ?5年から76年Vこかけてのイギリスの 

経済状態は，まさに戦後最悪の事態といわれ，とくに 

,1974年から75年にかけてのインフレーシヨンは猛烈を 

きわめ，筆者の滞英生活の体験では, 物価上昇は35バ 

— セントに達U たほどである。

しかし今度のウィルソン首相の辞任は,，こうした危 

機が背，にあることはもちろん想像できるが，レかし 

サソギィ‘タイムズによれば，経済的破練ではなく， 

危機脱1̂ の̂チャンスを見出したのを機会に見事な「ひ 

きぎわJ を示したのだといわれる。サンテ’ィ，タイム 

ズ， 3 月21日付社説によれぱ，rウィルソン首相は，国 

民の^ 謝に値する理想的な辞任の時期を選んだ。いま 

英国に危機的状況はなく，労働党にも危機はない。そ 

の最適時期透択の結果，労働党は十分冷静な状況下 

に後継者を還ぶことが可能となった。ウィルソン氏の 

剪退は，同氏をかねて権カの亡者と呼んできた*^’々を 

恥ずかしめるに千分な，見事なものであるJ (朝日新狐 

3 月24日，朝刊より引用)，

英国にも労働党に•も危機がないというのは，よ く わ ‘ 

からないが，ともかく，イギリスという国は’ r斜陽の 

国J とか「英国病J , あるいはr怠け者J などといわれ 

ながら，なかなか没落しそうにもない国であり，その 

点，日本が,r経 済 大 「G N P 世界第2位J なと‘と 

いわれながら，どこ力、大切なところが，空洞化して，

、つか大破局が来るのではな、、かと誰もが考免て'^、る 

のとは，まことに対照的でちる。

ここにとりあげた2冊は，イギリスという国，とり 

わけイギリス人の大多数をしめる労働者階級を知る 

上で，きわめて與味る研究でちるばかりでなく，わ 

れわれ日本人の狗の考え方お,よび行勢"^仕方と比較し 

て，多くの考えさせる問題を秘めている。

内藤氏の碎究は，著者がその序論rはじめにJ のな 

かでのベておられるように，「現実のイギリス労使関係 

がエンクローズドされ，そしてそれに束縛されざるを 

えないイギリス社会の精神構造における最も顕著な特 

質を明らかにするととを意図し.‘‘‘..ローレシス，オー 

ウ3iル，アラン.シト;）一らめ文学作品から多.く.の啓 

示をうけ，社会学をお;めとする專門外領域の文献を多 

< 利 し J (rは じ め m)て，まとめられたのにナン、し 

間氏の研究は,*■比較社会学的考察J という‘そのサプ. 

タイトルが示すように，rイギリスの社会と労使関係J 

を，「日本の社会と労使関係」との明白な比較の意因の 

下に試みられたものでもって，とりわけ,企業にたい 

する労働者階級の態度についての分析は優れている。 

この点, 内藤氏の著作が，その背後に,日本の労働者 

階級の精神構造を強く意識されながら，敢えてとれに 

, ふれることなく，そのために却って，本書を読み終っ 

た時点で読者に深く「日本の労働者階級J の精神構造 

について考えさせる結果となり，その手法は効果を発 

揮している。それは:ひとつには, 間氏の箸作は，著者 

自身が,.みずから日本側の調査者としで，.岡本秀昭氏 

とともに参加したr日英労使関係の比較研究J グルー 

プ（英国側は, R ，ドーア，K  • E  •サーレイ，R . M  • V  •

コリック氏）の共同研究のひとつの成果であるのにた'^、 

し，内ぽ氏の著作は，労使関係というよりは，人間関 

係，階級構造の考察を，主として，文学的.社会学的 

な文献を通じて追跡し，イギリスの労働運動や労使関 

, 係の基抵に存在する心理的*精神的な諸関係を迫求し 

ているからでもる。

以上のような塞興にもかかわらず，このニつの業績 

に共通する間)i 関心は，rイギジス人およびイギリスの 

社会J を，人間学的にああいは社会学的に分析するこ
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とによゥで, f 日本人およぴ日本の社会」を亦禅々にす 

るとにあっためではなかろう力、。筆者はまず,間氏 

の著-作を読み, っぎに内藤氏の書物に接したが，内容 

からいえば, 内藤氏のを先に読i r e とによづて，イギ 

リスの労働者^ 質を知り，その上で，日英の労使関係 

の比較を中心、に, 間の労作を読むことがより効果的‘ 
であると考える。

■ ■ ..
,(2) 1

内藤氏の著作は，つぎの諸享から成る。

第 1 章 「福祉国家」の情神状況 

第 2,章 ‘TVo Nations’ニ 2 つの国民，の存在

ジ ，ジ •，オ" ウェルにそくして-
第3M ‘Them，and U s ，ニ rやつら丄と「俺たち」

第4 享 <伝統的> 労働者階极の生活構造 

第 5岸階級と教育

第6 章 『教Wと労働者階級』一グラブ一‘スクー 

ル，高等熟育一 '
第7 , いわゆる「を化J について 一■'豊力☆労 

働者_i=The Affluent Worker—
むすび

内藤氏の著作け:，一貫'して,イギリス労働者気質の 

根底に横たわって, 彼らの日常生活を支える心理的. 
精神的な構造に光をあてようとする。すなわち，この 

目次からも明らかなように，まず第1 に労働者階級以 

外の他の階級，たとえば中産陪級にたいする態度，第 

2 に彼らの生活の仕方, そして第3 に教Wおよび労働 

観というように, 大きくわけTC 3 つの問題に帰しられ 

ると私は思う。

力、つて, 日本の新聞か雑誌に，「あなたの生活は， 

上，中そして下のいずれに属していると思いますがJ 
という問にナこいするアンケートの答にたいして，r中J 
と答えた者力'>庄倒的に多かったということを読んだこ

がある。この場合, 「中」とは，生活程度にお,ける 

「中」セある力；，同時に, g 分が f中等階級J に属して 

いるという考え方と表裏一^体をなしていることが重要 

でもる。日本の場合，階級という力チゴリ一が，職業 

と密接に結びついて考えられないことが特徴的である。 

職業とは,人がその生計をたてるために行う労働の截 

類と仕方にかか'わるもめである。大ぎくわけ•て,職業 

としての労働は, 肉体労働と精神労働にわけられ,命 

者が筋肉:労働者（= プル-‘ カラぐ〉，後者が知的労働従 

事者(= ホワイト. • カラ**0である。そして-'*般に後者が，

中間階級, 中産階級，ないし中学階級あるいは中流階 

級などと呼ぱれるのであるが,内藤氏の著作を読むこ 

とによって，われわれは, r階級J という概念のうけと 

め方が，イギリスの労働者ははるか伝統的できびし 

いのに反し, 日本の勞働者の場合は,きわめて暖昧で 

あり，階級?§属意識がきわめて弱いことが理解されよ

たとえは’，内藤氏は， George Q n vellを引用して,
■上層中流階級の下J .は,はとんど労働者階級と墓の 

ない収入で, *■上品ぶ.った生活をおくるために苦労J し 

なけれぱならない人びとであるJ (27頁）が，よく考え 

ないとこの意味をわれわれは，理解することができな 

い。

これは，中流階叙は , - 上層と下層がちり，そのそ 

れぞれにまた上下があることを意味しているのであゥ 

て，とうしたことをわれわれの国では考えることはで 

きない。事実’ ’英語では-,'upper middle-classと lower 
middle-classという2 つの概念力';存在するのにはおど 

ろかされる。それがさらにわかれて,’ upper higher 
middle-class と upper lower liiiddle-class となったのは， 

熟枝労働者や下級事務員の部が，この中流階級に近 

い存在になった最近の現象であると思われる。日本で. 
こんなことが考えられるであろう力、。こうしたmiddle  ̂
classにた、する労働者.階級の感情.に.ついて, 内藤氏は， 

Gordon Rose や Ridmrd Hoggart の ‘Them’ and ‘Us’ 
から，この 'Them，とは，「彼ら』と|Rすべきではな<；, 
「やつらJで、なけれぱならないとしているのは興味深い。 

この場合，「やつらJ とは，Roseによれば， 業，政 

治および行政の後構のなかで人の運命をコントロ一ル 

すべての人びとにたいすろ包括的名称J であり，Hog- 
garfcは，民間の個人であれ, 役所の役人であれ， rボ 

スどもの世界J でるという（40頁)。

しふしの場合，複 な の は ，rやつらと俺たち」のも 

つ意味である。これは， 分たちの運命を握っている 

下層中産階級= 下級事務真ないしは管理者にたいする 

憎しみの表現であると同時に,労働者階級の中流階級 

全体がらの区別, すなわち，S 分たちは労働者階級で 

あり，中産階級とはちがうのだ々>、う認識,自分たち 

が，その一員となることは到底できないし，またなろ 

うとも思わないという感情，とれらがま妙に入!)混ゥ 

たま現で'はなかったろS 力、。’•'やつらJ ，と.「俺たもJ と 

V)う表現は, たしかに，内藤氏がいわれるように，ま 

分たもの速命を自由する》■やつらJ とにたいする怨 

恨および憎悪の感情だけでなく，中産階級との問の断

89(219)
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絶，その距離の遗さを?i 認する響きを秘めてはいない 

やあろう力、。これは根本的には, 自己と他人との違い, 
'個の確☆! <b上 f c 立った他からの独立, independence, 
self-i^espect, self-relianceの精神，こうした個人主義り 

基抵をなすュ- • トスの存在こそ,イギリス労働者階級 

め特徵セはないだろうか. この強烈なま我意識とそ， 

わが日本の労働者階級にもっとも欠けているとこ々め 

ものでちる。

內藤氏は, 労働者階級の子弟のグ9 プー.スクール 

進学にたいする態鹿も, r単に消極的というよりも， 

『拒絶反応』を示す場合すら発見できるJ ( 54頁〉とレ 

ている，内藤氏は，‘Them，find 'U s*における「俺チこ 

ち」のもつ連帯の意味を強調しておられる。勿論これ 

は課ってはいない。しかしその根底には，r奴らJを階 

級の敏対的として把握する前に, やはり「被らJ とL  
て，冷静に，まさしく個人主義的にうけとめ,' 自己を 

客観視し，中流階級との差晃を強調する「自我J 意識 

があるのではなかろうカ、。-

(3)

問氏の箸作は， ,
序 。章 工場内労使■係の比較社会学 

第 1 享階級と工場内労使関係 '
第2 章個人主義と工場内労使関係 

‘ 筋3 享 アソシエーション性と工場内労使関係 

の 3 享からっている。內藤氏の著作は，著者が「あ 

とがきJ で謙適してのベておられるように，真1E面か 

ら，労使関係を追求するものではないのにたいし，本 

書は，まさに，工場内労使関係を通じてみた使用者と 

労働者, 企業と労働組*1 ^ ,組合と労働者，労働者と職 

制,そして労働者と労働者との関係の迫求を意図して 

’.いる。

本書においても，「やつら』と f■他たちJ の階級に 

関する二分的衷現の重要性が強調されている. (32頁) 。, 
だが，著者は，イギリスの場合，陪級について2 つの 

用法を指摘し，第1 の；B法は,階級を身分と同じ用法 

で用V V ,上流，中流と下層という階級的区分でちり， 

第 2 の用法は「支配階級J と 「労働者階級J というわ 

け力としズの「やつら_ ]と 「俺たち」がわるというの 

である(3さ頁)。その意味では,著者はイギリスにおい 

ては階級意識とを身分意識，とはほ’同一のものとして， 

重なり合うものと考えているわけである。

私はここで興味深い事実を箸者からきくととができ

た。日本では, 身分意はきわめて独烈であるが，，階 

极意識は非常に稀薄であることである。「面接調查に 

おいて，イキ'リスの大工場の労働者の多く (̂ 63. 4%)は， 

g らを労働者階級に位置づけでいるが，日，本の大工場 

労働者の多く（妬: 4% )は，むしろ中流階級に位置づけ 

ている。もっともィギリの場合も, 4 分の1 近くが 

中流階級と回答しているといわれる力;J (61〜6ね)。内 

/藤氏の場合と同じく，本書においても,労働者の階後 

帰属意識の問題がもっとも重要な問題とされているよ 

うに思われる。

さきにのぺたように，私はこれらの2 つの著作を 

通じて，労働者の間に，'Them，and ‘Us’ 「やつらJ と 

「おれたち」の自覚がいかに強烈なものであるかを知っ 

たが, 間氏の場合も，内ぽ氏と同じくこの階級関ぽの 

二分的表現を，ただ/"支配と被支配」の関係しかみて 

いないような気力';する。しかし私はここでも,'「-おれた 

ち』は 「やつら」，あるいは彼b とは違う。彼らは彼 

ら，rおれたちはおれたち」という近代的自我にろなが 

るエートスを見出すのである。いうま でもなく，「や 

つ」とrおれJ ではなく，「やつら」と 「おれたち」であ 

るところに団結と連帯のエスプリを感ずるが，何とい 

っても，その前に，個の充分な確立ののちに,その上 

にうちたてられた階級的き覚を通じて，支配と彼支配 

にたいする深い認識に到達できるのだと思う。そして 

その点こそまた，日本0 労働者‘に欠けたものでり， 

，その結果は，生活のあり方にまでかかわってぐる，

内藤氏の言作にもしぱしば言及されているが，間氏 

ほ, 「職場集団のコミュニチィ性」の問題にふれ，「職長 

と部下と力ら日本の職場でしぱしばみられるように， 

S いに仲間意識を持つととは不可能に近1/、J ( m 頁）と 

のべておられる。このよミな態度は，r生活における個 

人主義J としてあらわれ，従って，日本の企業によく 

みるように,労働者をその家族から切り離して行う慰 

安旅行は，イギリスでは考えにく く, r従業員個人を対 

象に，した福祉施策でも，必然的にその家族までふくま 

れてしまうJ (214真）ことになる。

2 つの;！;かな内容をもつ書物に■ついX の論評として 

は, まととに短いもので充分1<と意をつくせないの力‘;残 

念であるが，最後に，結論的に，再び rやつらJと「お 

れたち」の問題にゥいて考えでみよう。

第者は‘Theゴ and ‘Us，の ‘Them，を，「彼らj では 

なく, 「やつらJ と訳された内藤氏の意見(38頁〉にもち 

ろん赞成である。これは，問氏もいうように,中流階 

级と労働者陪极との対立を意味する支配と被支配の感

90(220)
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情だけでなく，職場における職制にたいする労働者i(き 
団の連帯を強く感じさせる言葉である。だが，そixに 

もかかわらず，雄者は労働者階級の中途階後との深い 

.断絶を意識させる表現として，そうした階級的支配を 

被支SBの感情の根底にあると思/う。それはやがて「や 

つらJ か 「おれたち丄か，に発展する契機をひぞませ, 
ており，自己の属する階級と他の階級との相違の意識, 
これこそが，日本の労働者にもっとも強く欠けてい.る 

点ではなかろう力、。

’Them’ and ‘Us’ を意識しない日本の労働者は，どの 

ような顏敗がg 己の企業を蔽おうとも固い沈黙を守力， 

わがことのように，企業の利益を守ろうとする。イギ 

リスの労麟者階級や労使関係だけでなく，こうした企 

業別労働組合のもつ弱点を知るために，こCD二つめ研 

究は必読の書であb, 読をすすめたい。.
飯 田 鼎 (経あ学部教授）

ジ g.V • シュ:，レぺツ力..レ 著 .'‘，，.

ぉアメリ力農業史J)
デイヴィド•スコープ箸

『アメリカ中西部の農業労働者』
. . ' '：. . . .•  •

ここfc紹介するニ冊の本は，いずれも，アメリカ幾 ‘ 
業史研究者にとって# 望め書であっすこ。待望© 書とV V 
う意味は,かかる書物め必要性を誰もが感じていた 

もかかわらず，これまで類書が存在しなかったからで 

ある。期待が大きかっただけに，読み終ってのiE直)^ 
感想として，いさざか不満が族るしかしこれは著 

者の力量の不足からくるものというよりは,被等の課 

禅の困難さを示すものというンきであろう。

シュ，レべ.ツカーの書物は，160*7年 （ジ3；イムズタウ'ン 
售民地の建設）から1972年にいたるまでの，*7.メ .リカ農 

業史の通史である。とれまで存在する概説書k , ビド 

ウェルおよぴフアルコナーの『北部農業史』，グレイの 

/ 南部;f t業史』をはじめとして，ゲイツの農民の時 

代』やシヤノンの『農民の最後のフロンチィなど， 

極めて質の高いものではあるが，その対象とする地域 

や時代が限られていた。また, ラ-*スムツセンのrア 
メリ力農業の歴史J .は，資料集であって通史ではない„ 
い;Jpぱ唯の通史は，1940年の農務省年報にのせられ 

ているュドワードのアメリ力農業— 最初の300 
年』ということになるが，その後の研究の進展を考え 

ると，今日では少々物足りない。そ̂れ故，先に優れた 

文献目.録 (jHidiography of Books and Pamphlets on the History of Agriculture in the United States, 1607-1967) 
を'出版しを:シュレぺツカレの本書が待たれていたわけ 

でもる。 .
一方，スコ~ プの書物は，1S15年からise o年にいた 

る# 期の，中西部の農業労働者を扱ったものであって， 

シュレペッカ一のそれとは対照的な個別研究である。 

しかし，類似の研究書がないという点では,これも同 

様に貴重な書物である。南部の黑人奴綠については多 

< の研究がなされているが, 北部の農寒労働者に’関し 

ては, 不思議に研究がない。ももろん，農業労働者が 

存在したことは前記ゲイ/ ツの書をはじめ，ダンホブ 

の 『北部農業史』や，ボクグの《̂中西部農業史4 にも 

能されているのである力\ そ'の実熊は全く不明であっ 

たといってよい。これは，北部農業が独民もしく 

はま族農場を中心に営まれていたとぃう事t i  (なぃし 

は神話）に加えて，労働者に閲する史料が極めて服ら
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